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の

で

あ
る

と．
、

ふ

事

を

指

〜

此
種
類
の

ざ
の
は

特
に

夜

性
を

有
し
て

い

る

故

畫
聞
は

葉
内
に

眠
σ

で

黄
麕
に

禺
で
ダ

食

を
求

ぬ
る
。

叉

冬
季
の

巣
は

球
歌
の

も

　
　
　
（

輪
　
　

嫁
＞

　
O
ヤ

マ
承

り

分
布
と

饗
性

’

の

で

そ
の

材

緋
は

小

枝、

樹
葉、

蘚
苔
及
び

草

莖
で

あ
つ

て

獄
に

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
も
　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　ヨ

造
陰

冬

季

問
の

食

量
と

し
て

欒
内

に

少
し

の

食

物

を
貯
藏
七
て

い

る
。

繁
殖
の

爲
め

及

び

冬
季
の

巣
は

共
に

同

じ

叢
林
に

螢
ま

む

時

と
し
て

は

＋
乃

至

＋
二

の

集
を

同
一

の

塲

所

に

見

る
・

」

と
が

あ

る
。

冬
季
で

も
温
暖
の

巨

に

は

巣
内

の

食
物
が

欠
乏
し

沈

と
き

に

は

出
て

く

る

こ

と

が

あ
る

、

食
物
は
・

モ

と
し

て

榛
子、

儲
子、

椈
實、

穀
粒
及
び

他
の

漿
果

類
で

あ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
幼

獸
は
成

獸
の

檬
に

款

早
く

冬

眠
を

始
め

な

い
。

茣
國、
で

は
春

に

産
れ

る

の

が

普
通
で

あ

る

が

又

九

月
に

産
れ

る

の

も
あ

み

夬

故

一

ヶ

年
に

二

腹
産
れ

る

の

で

あ

ろ

う

と

云
ふ

こ

と
で

あ
る

。

然

し

大
陸

姦
の

穣

類
で

は
プ

レ

L
ム 、
に

よ

る

と

八

月
迄
は

産
れ
な

い

と

云

ふ
。

一

駿
の

幼

獣
の

數
は

三

乃
至

四
で

産
れ

把
ば
か

り
の

も

の

は

盲
目
で

且
つ

裸

體
で

あ
る、

大

陸
産
の

種

類
で

最
大
形
の

も
の

を

羣
．

、

．

ミ
、・
．

〜・
卜団

と
呼

ん

で

栗
鼠
の

様
な

尾
を
有
し

て
い

る

我
が

ヤ

マ

ネ

よ

り

は

數
倍
次

な

る

も

の

で

頭
胴゚
は

六

吋
蜍、
尾
は
五

吋

賜
の

も

の

で

あ
る

。

此
種
の

冬
眠
も

七
ケ

月

以
上

を

要

し
四

月

末
に

稀
れ

に
は

出
て

く
る

…

も
あ
る
。

幼

戰
は

時
と

し
て

歐

洲

庵

椋

鳥

の

一

種

翁
ミ
、

ゆ
輯

禦
銃

曲
ミ

ミ

ミ
磁

目゚
｝

の

右

集
内
で

産
れ

る

こ

と
が

あ
る

そ

し
て

遍

駿
の

數
は

三

乃

至

六
で

あ
る

。

食
物

は

各
種
の

堅

果
類
及

び

漿
果

類
の

外

果

實
を
も

喰
ひ

叉
小

禽
及
び

他

の

小

獸
を

も

貧
食
す
る

乙

毛
が

あ
る

と［

蠢
れ

て

い

る
。

之

れ
に

反

し
此

種
絃

貂
類、
．

蝕

鼠
類
及

び

由
猫
類
の

食

餌

と
な

る。

英
國
の

種
類
と
周

じ

ズ
艶

種

遘

容
易

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

潤

ヨ
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‘

賎

盧
糶

　
　

鎌
）

　

σ
邁
斑

鳥

卵
の

藪瀞
牽

擁
き

に
馴

壁
し
複
都

乙

ど
が

出
楽
て．

潜
動
期
耶
ち
夏

期
は

中
々

愛
ぢ
し

き
籠
の

動
物
を
云
ぶ
べ

ぎ
で
あ
る

ど。．

ン

〆

　
（

黒
跡
萇
禮
） ．

．

．

鸞
紅

難
衡
の
數
＋
働

pT

…
ゴ

愚
泰
誌
策
廿

九
卷
三
四

四
頁
に

仁
部

氏

に
予

が

嘗
で、
戸

鳥
』 「

第
二

號
八
八

貫
に

附

民
の

諾
な

動
哲
し
て

域
本

ヨ

ジ

キ

ツ
の

卵
に
も

屡

蓮
欝
例
あ
聾

乞

誰
じ

砦
ば
恐

磨
妻
卵
の

誤

霪
る

可

し

ぎ
で

其

誤

，

，
．
、
、

．

　

　
，

　
卵

多
數
を
調

解
を
招
が

ざ

る

康
特

盗
臼

言
ぜ
内

移
だ
曲

h
。

．
此

事一
ば．「

誤
聞
な
レ

し
・

か

醤．
し

れ
ざ
、「

れ

ど
余
ば、
オ、
、

潔

鞍

ジ

ギ
ヲ
「

・

　
ヒ．・

査

し
π

る
に

　’

　
　

　
　
　
　

　
　
　
…

、

劉．

左
の

蠡
例

弾
　
　

　
を
發
見
せ

ウ

キ

物

（

挿
圖

參
賂
）

攣

難
柳

塑

　
　

　
下

羽

顕
村
加，

　
　

　
　
　
　

　
　
　〜

　
　

　
る

鴨
塲

内
に

で

綵
集
ぜ
る

も
の

に
し
て

共
一

つ
は

大
正
断

年
五

丹
卅
R
に

來
他

の
や

っ

は
同
六
年
六
且
廿」
五

日

に

綵
集
せ

る
庵
の

に

し
で

共
に

｝

・
躍

果
的

の
卵
面

數

は
五

個
な
hノ
き

。

寫
眞
左

鬪噛
は

後
者
に

し

て
右…
鬪

は

前

煮
秘
動
81宀
産
斷

の
方
は

特
に

著
し
く

鏡
端
に

斑
紋
密

集
す
る

を

見
を
聖

し
。・
．

仁
部
氏

が
多
償
の

本
種
の

卵
を
調
査
せ

ら

れ

し
由
な

　
る
も．
然
か．
も

一 ，、
卯
も

逆
班
を
認
め

敬，

れ
ざ
り

し

ま
レ
考

ふ

れ

ば
本

鶴
 
卵
に

は
此
例
極

婁
で

少
き

；

と
を
知
る

を

得
る

な

り
。

余
も

亦

前
認
二

鰍…
の

躰
に

戯．
登

る．

見
ざ
る

な、
隻

。、
、

霞

蹲

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
輝

．
．

次

に
參
考
の

織
め

外
國

書
に

圜
讒
せ

ち
れ
翼
ゐ

道
斑
の

例
鬱
調

ぺ

見

し
に

比
較
的
少
く

左
に

列
記
す
る

卅
ご

種
の

鳥
卵
礁
於
て

 

み

認
め

得
沈
ひ。
冒

※
印

あ
る

電
の

は
極
め

て

明

瞭
な

る

逆
斑
に

も

て

N

掃
あ
る

も
の

は

比
較
的
開
瞭

を
缺
く

も
の

而

し
て

印
な

磐

庵

の

は

兎
に

角
蓮
斑

な

猷
乏

認
め

得
る

も

の
毛
知
る
べ

し
。

・

學
瑤
楓

凡
て

參
考

書
に

詛

載
せ

ら
れ

た

る
儘
に

記．
す

。・

．

、・

ー

〜

 

財

峯
o

§
。

竿

爵

琶
。

晩

二
 

＆
窪
。

Q
邑
 

象
音

磊

国
塊

參、

細
曝

貯

奩
毒

開

鉾
溢

ザ

崔

羞
 

看
（

蓴
工
 

O
・。・
H89

に

3
れ

廿 ．「

　
　

　
　

．
聾
隔
却

澄・
ド

δ
O
ど

く
〇

一
q

眞

三
「
牛

∵
p
ヒ
曜．

鐔

ぞ

る
o
蝿

 

紹
゜

ピ

忌

見

ゴ．
〆

隣

呼

卸
．

こ

　，
　
　
ζ

ご

　．

Ψψ

蠧
O
ゆ

こ

ぞ、
o
一、
潤
卸

男一゚

＜
尸

融
魄

レ
霤

厂
ξ

　
　
　

　
　
弱
ご

　
　
”
鋤
σq「
一
go°

同

OO

μ

く

9’
目

煮−

：
　
4

りり
　
　

　

　

　鴨愉

蒜

・

と

」

　
　
　
　

　
　
　
　

§
疑

§

ミ
奮

き

き
凋

謎
恥

8
領
d

（

雉

科
V

　
　
　
　

　
　
　
、

匿

耄
黜
黥
ミ
欝
紘・
窃

（
曾
頃

冨
包
（

雉

秤）

　
　
　
　

　
　
　
※
、
（

§
冨
亀

こ．〜
§
ミ
募
。。

曁
昌

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

ハ

ィ
タ

カ

の．
類
）

・

三
・
・

隣

陀

“

　
桜

淺
遷

、

。

書
錦

臼

書
嬬

葱
。

斜

靨
科
）

ん
ド

菌
．

悶

 ．
、
，

※

」。
．

貫．

…、
9、．
。．．
訟
画

恥

膿

簿
緇
力

鞍

吃

犀

饕
H

葛
算

騨
”

※

罫
皆
ξ
鶏

ぎ
ミ
『

§
覧、
伽

冨

急
バ
鶯
彊

科
U

 
ご

　 ．
　
り
ゅ

 

旺、

X
む
零

瀞
o

智
ぎ

芸
び
Pq

卓）
へ

γ
λ

ザ
の

類
）

》

・

用一．
吋

ヌ

茸
ド・．

ズ
切
公
覗

轟

s．
蝕

恥

＆
§，
ミ、．．
ポ
（
夢．
目

日

辭

轟
）

　
　
　
　

　
　
　
　
憎
無

§

遷
§
罨

戛
s．
象

哺
團

国

罫

　
　
　
　

　
　
　
黙・

∴
　
，，

　

　

、

ゆ
3
ロ

陽

潭

切

瀬
）

　
　
　
　

　
　
　
　

唱〜
塁
騨

§
ミ
ミ 、軸
冒
O
羇
》

『

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
（

ヤ

イ
ロ

テ

ウ

の

類
）

、

　
舮、
ド

過

碁
臼

弾

※

聾
、

ミ
職

魁

蟹

萋
。

隔．
ミ
譯

内

穿、
隠

鵠

跨
拶

む
顰

 

づ
胃

調｝

封
臣
軌

・

※

き
ミ、』
町

ヨ
藝
ざ、
訃
、

8、
冨

謁
冨

（

鵜
麗

科
）

吋
y

麟
．

剖

鵠

箜

伊

　
自
。
、

倒

．

書

課
義

葎
董
羅

・

哨
畜−

ご

君
ド

図
幣

遣
嚆 ・
馳 ．
恥

穂

q
・

竃
君

『

。．．勿

詣

穿
帚
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